
堀川浄化の社会実験の状況について

・名古屋市による調査結果
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名古屋市緑政土木局河川部河川計画課



導水状況（平成１９年４月２２日～平成２２年３月２２日）

年度別導水量 実績○ 導水量 2,181 万ｍ３

年度
導水量

(万m3/年間)

年度別導水量の実績

○ 導水時間 17,774.9 時間 ( 741 日分)

停止時間 77972 時間 ( 325 日分)
平成19年度 667

平成20年度 714

停止時間 7,797.2 時間 ( 325 日分)

　・渇水による停止 2,700.3 時間 ( 113 日分)

　・大雨による停止 2,581.6 時間 ( 108 日分)

平成21年度 800

計 2,181

　・その他の停止 2,515.3 時間 ( 105 日分)

導水率 69.5 %
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導水量 成戸平均流量
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ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）調査結果（４月～６月の平均値）
※導水時のみ（平成１９年～平成２１年）
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5※水質調査は、小潮の下げ潮時に行っている。
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ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）調査結果（４月～６月の平均値）
※導水時のみ（平成１９年～平成２１年）導水時 み（平成１９年 平成２１年）

12 
mg/ℓ

8.9 

8

10 導水前 導水中 導水後

5.4 5.1 

6.6 
6.5 

5.0 4 5
5.2 

6.0 
5.2 6 

8 

2.4 
2.6 2.6 

2.7 
2.8 

2.0 1.8 

3.3 3.5 

5.0 4.5 

2.8 2.5 
1.9 

3.2 
4.3 

2 

4 

0 

元 猿 北 小 納 尾 紀 港
導
水
箇
所

元
杁
樋
門

猿
投
橋

北
清
水
橋

小
塩
橋

納
屋
橋

尾
頭
橋

紀
左
ヱ
門

港
新
橋

6※水質調査は、小潮の下げ潮時に行っている。

所
門 橋 門

橋



ＤＯ（溶存酸素量）調査結果（４月～６月の平均値）
※導水時のみ（平成１９年～平成２１年）
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ＤＯ（溶存酸素量）調査結果（４月～６月の平均値）
※導水時のみ（平成１９年～平成２１年）
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ＤＯ（溶存酸素量）調査結果（４月～６月の平均値）
※導水時のみ（平成１９年～平成２１年）

12 
mg/ℓmg/ℓ ※平成２２年度の６月、平成２３年度の５月は植物性プランクトン

が大量発生し赤潮気味だったため、除いたグラフ
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用語説明

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）

水中の有機物が微生物によって分解されるときに消費される酸機
素の量を表します。川などに流入した排水中の有機物の量を微
生物の活動によって測定するもので、河川の有機汚濁状況を示
す代表的な指標です

ＤＯ（溶存酸素）

す代表的な指標です。

ＤＯ（溶存酸素）

水中に溶けている酸素のことで、水生生物や、河川・湖沼の自
浄作用には不可欠です。排水が流入して汚濁すると、DOは有機
物の分解に使われて減少し、藻類が光合成を行うと増加します。
DOが3mg /Ｌ以下になると魚などの生息が困難となります。
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